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研究成果の概要（和文）： 本研究は、東日本大震災の文化財レスキュー活動から、被災地で博物館が復興する
までの間に発生する博物館空白を、移動博物館活動によって埋めることにより、復興後の地域博物館像を検討・
提案するものである。
 成果としては、本研究で製作した「キュレーションバーチャルミュージアム教材」によって、文化財の保全作
業、民俗調査による地域住民からの情報収集、その内容をもとにした地域住民へのフィードバックを、一連の博
物館活動として行うモデルを構築した。展示は被災地と、避難者が多く暮らす都市部とで行い、比較研究を実施
した。その結果を踏まえ、新たな博物館復興モデルを現在建設中の博物館の展示企画における助言として提案し
た。

研究成果の概要（英文）：This research examines the image of the regional museum after the Great East
 Japan great earthquake disaster. We planned several mobile exhibition in the disaster area. This 
exhibition is in a form of an exhibition that provides local residents with opportunities to see the
 damaged artifacts that has been restored. The purpose of this project is to research, through 
interviews with local residents, how they were used in everyday life. Restored artifacts represent a
 life of the people a generation ago with narratives and stories of local residents.
We produced "curation virtual museum system” which consolidate cultural properties, gather 
information from local residents through folklore survey, and feedback to local residents. The 
exhibition was conducted in the affected areas and urban areas where many evacuees live for 
comparative research. Based on the results, we proposed a new museum recovery model as advice on the
 exhibition plan of the museum currently under construction.
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究において設定する問題は、東日本大

震災で被災した地域博物館を対象に実施さ
れた文化財レスキュー活動と、現在進められ
ている博物館復興の間にある、博物館活動上
の断絶である。 
研究代表者は、再建される博物館は、被災

前に復旧するのではなく、災害発生時から再
開館までの間に展開される博物館活動を踏
まえたものであるべきと考える。災害を経て
地域文化の果たす役割や、人々の歴史観、研
究者の資料観などは大きく転換する。加えて、
地域住民のミュージアムに対するニーズや、
復興後の地域社会における地域文化への愛
着の持ち方なども決定的に変化するからで
ある。 
 
 
２．研究の目的 
 
（１）ポスト文化財レスキュー期の活動をふ
まえた博物館像の提案 
文化財レスキュー活動後、博物館の再開館

までのポスト文化財レスキュー期の博物館
空白を埋めるための移動博物館活動によっ
て、被災後の地域社会の博物館へ求めるもの
や、文化財に対するイメージの変化、復興後
の博物館の役割と活動モデル、ミュージアム
を基点とした復興後の町づくりのモデルを
提案する。 
（２）被災後の地域社会にとっての新たな民
俗資料の意味創出 
被災地では、多くの町や集落が津波で壊滅

し、復興にあたっては住宅の再建が制限され
ている地域が多い。そうした地域では人々は
高台に移転して地域の再生を目指す。また地
域に継続的に居住できる地域においても、嵩
上げ工事を経て地域の景観は全く異質なも
のとなる。新たな民俗資料の意味創出によっ
て、被災地に限らない地域博物館の民俗資料
の現代的な存在意義について考察する。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、１「キュレーションバーチャル

ミュージアム教材」の応用、２被災地で行う
移動博物館と博物館展示の効果比較、３ポス
ト文化財レスキュー期の活動をふまえた博
物館復興モデルの提案の、三つからなり、１
と２とを初年度、２年度に行い、最終年度に
３に取り組む計画であった。 
 
 
４．研究成果 
 
 研究方法１については、初年度、２年度の
研究においてデータの集積、データのテキス
トマイニングにおける技術的な課題の検討、

それらをふまえたシステムの構築とインタ
ーフェイスの構成を行った。最終年度は、そ
の実証実験の段階にあり、被災地で開催され
た復興関連イベントに出展して実際に地域
住民等に操作してもらい、また被災地の小学
校にて小学生を対象にワークショップを実
施して小学生に操作してもらうなかで、その
効果や反応、課題について検討を行った。 
 研究方法２については、１の教材を盛り込
んだ展示を、被災地と被災地からの避難者が
多くくらす都市部とで実施し、比較研究を実
施した。もともと、被災地と都市部での文化
財に対する反応の違いが聞書きにおいても
現れていたが、それを活用した展示への反応
においても違いがみられ、博物館展示の受容
の差異として検討を行った。 
 研究方法３については、現在東日本大震災
の被災地の一つである牡鹿半島に建設中の
複数の文化施設の展示企画に対し、本研究の
成果を踏まえ、復旧・復興期の博物館活動に
おいて集積したナラティヴをどのように盛
り込み、位置づけていくかについて、具体的
な検討と助言を行っている。本研究の３年間
の蓄積をもとに、当初の課題であった復興後
の地域博物館像の提案を実際に行う段階に
達し、本研究はおおむね当初の目標にいたる
ことができた。 
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